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メージインテンシファイア CG 1 1) を用いたサンプリング型時間分解蛍光画像測定システムの試作結
果について述べると共に，蛍光寿命解析のための簡易手法を提案し，テスト試料の蛍光寿命マッピング
から良好な結果が得られることを明確にしている。次に，イメージディセクタ管 C1 DT) を用いた位
相分解蛍光寿命イメージングシステムの提案と試作について述べ高速・高分解能位相検出を目標に考
案した IDTブランキング電極変調による内部ヘテロダイン検波法の有用性を示しているO








Aの分離検出が可能であることを明らかにしているO また， G 1 1 を用いた時間分解蛍光顕微鏡システ
ムの試作と検証実験について詳述しているO
第 6 章(総括)では，以上の研究成果をまとめ，今後の課題について考察している O
論文審査の結果の要旨











ジングシステムを提案・開発している。まずゲート付きイメージインテンシファイア (G 1 1) を
用いたサンプリング型時間分解蛍光画像測定システムを考案・試作し，蛍光寿命解析のための簡易手
法を提案すると共に短時間で試料の蛍光寿命マッピングに成功している。次に高速・高分解能位





(4) 生物・医学などの研究を目的とした，光子列同時計数法及びG 1 1 を用いた時間分解蛍光顕微鏡シス
テムを試作し，顕微領域の二次元蛍光寿命イメージングの意義及び計測手段としての有効性を明らか
にしている。
以上のように本研究は新しい時間分解蛍光画像分光計測法の提案とそれを用いた幾つかの新しいシ
ステムを試作して，その有効性を確認したものであり，応用物理学特に計測工学に寄与するところが大
きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
??
